

















































































































































































































































































































































































































C-DN 486.95 38.00 72.865 1７１．９７ 247Ｌ６ 5880.0 5381.3 91.5
C-DC 284. 4１．８０ ￣ 159.34 2398.5 5880.0 ￣
C-DA 347.19 33.30 346.33 2444.9 5880.0
C-DN 487.09 29.95 36.201 352.94 2551.3 5880.0 4796.1 81.6
C-DC 486.89 30.00 41.034 374.86 23322 5880.0 4904.2 ‐ ．４
C-DM 486.84 32.60 38.393 342.06 2787.4 5880.0
、
5243.6 89.2
C-DA 486.36 32.40 42.563 485.61 2974.0 5880.0 5580.2 94.9
していることが分かった．
(7)落石や雪崩などの荷重に対する維持補修に関しては，アラミド繊維シートによる補強は，有
効な方法であるが,ASRなどのコンクリート内部からの膨張に対する場合やコンクリート内部
に水を含んでいるような場合の維持補修に関しては，アラミド繊維シートによる補強の効果
については今後の課題である．
学位論文審査結果の要旨
当該学位申請論文に関し、平成１８年１月３１日に第１回学位論文審査委員会を開催し、論文内容を検討
した。さらに、平成１８年２月２曰の口頭発表会の後に開催した第２回学１位論文審査委員会において協議を
した結果、以下のように判定した。
本論文は山岳寒冷地域において衝撃を受ける防護構造物において、凍害やアルカリ骨材反応による劣化、
ひび割れの入ったコンクリートはりの耐力の把握そして必要とされる合理的な補修・補強方法について研究
を行ったものである。最初に、基本的な部材である鉄筋コンクリートはりの重錘落下衝撃実験を行い、種々
の条件の相違による鉄筋コンクリートはりの基本的な衝撃挙動特性を明らかにしている。また実験を補完す
る上で個別要素法や断面分割法を用いた有限要素法によるＲＣはりの衝撃解析の適用を行い、解析方法の妥
当性と有効性を明らかにしている、また劣化を起こしたコンクリート構造物の力学的特性を示すとともに、
モルタル充填､およびアラミド繊維シートによる補強を行い、それらの補強方法の効果を明らかにしている。
以上、本論文の成果は、今後益々重要となる劣化した落石覆工などの衝撃を:受ける構造物の設計技術に大
きく寄与するものであり、工学上有用な知見を得たものと認められる。よって、本論文は博士（工学）論文
に値すると判定する。なお､申請者は国際会議の発表経験もあり、外国語の能力も十分あるものと判定した。
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